
駿府と今川氏「建穂寺のみほとけたち」
建穂寺は、白鳳年間（７世紀後半）に草創。最盛期は２０の塔頭が並ぶ神仏混淆の大寺院
で、戦国時代は今川氏の庇護を受け、徳川家康公は寺領４８０石を寄進。稚児舞は建穂
寺から浅間神社に奉納。明治初年に廃寺となり、現在は建穂町内会が仏像６０体を保存。
千手観音の御開帳は２０１８年８月５日。連絡先:０９０－８８６４－５６０４佐藤四郎様
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※今川義元公生誕五百年祭にむけて今川氏ゆかりの地や文化を表紙で紹介します。
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建穂神社 静岡市葵区建穂２７１
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